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Z50J　BACK STEP KIT(DISK TYPE) 取り扱い説明書

☆正しく安全にご使用して戴くために必ずお読み下さい☆

★ここに示した注意事項は、製品を正しくお使い戴き、貴方や他の人々への危険や損害を防止するためのものです。誤った取扱をすると生じることが想定
　される内容を、示しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

この度は、タケガワ製品を、お買い上げ戴きまして有り難うございます。
このバックステップキットは、ストリ－トユ－スを、前提に、キックペダル及びストップランプスイッチの使用が可能となっています。又、ホルダ－部、
及びペダル類は、ジュラルミン材を使用しマシニングセンタ－より削り出しアルマイト処理を施しています。ライディングポジションにおいても、レ－
ス用としても使用出来る用設計しております。ご使用の際は、この取扱説明書をよくお読みになってご理解した上ご使用下さいます様お願い致します。

--注 意 事 項 --

○作業を行う際は、必ず冷間時（エンジン及びマフラーが冷えている時）に行って下さい。
　（火傷の原因となります。）

○規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。
　（ボルト及びナットの破損、脱落の原因となります。）
○製品及びフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。
　（ケガの原因となります。）
○走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　（部品の脱落の原因となります。）
○ブレーキフルードは、なるべく皮膚に触れないようにし、作業後は十分手洗いを行って下さい。
　（手荒れの原因となります。）

○ブレーキフルードは、塗装面・樹脂部品・ゴム製品類等に付着すると劣化及び損傷させるので作業は十分注意して行って下さい。付着した場合は速や
かに水洗いを行って下さい。

　（部品の損傷・劣化の原因となります。）

この表示を無視した取り扱いをすると人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的傷害の発生が想定される内容を示しています。注意

○この製品の取り付けには、加工を伴います。加工作業をする際は、目、顔、手を、必ず保護して作業を行って下さい。
　（目にキリコ等が入ると失明の恐れがあります）
○走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。　（事故につながる恐れがあります。）
○製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。　（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）
○作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。　（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）

○ブレーキディスクローター及びブレーキパットに油脂類を付着させないで下さい。付着した場合は、ブレーキパットは交換しブレーキディスクローター
は脱脂して下さい。（事故につながる恐れがあります。）

○ブレーキの取り付け作業については、熟練したメカニックに依頼し専用の設備・工具のある工場等で行って下さい。
　（事故につながる恐れがあります。）
○点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
○点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）

　警告 この表示を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

◎０６－０８－１７２／０６－０８－１７４のリヤディスクＫＩＴから

　ステップを此のＫＩＴに変更　する場合は、その他の部品は必要ありません。
◎マスターシリンダー及びディスクブレーキ等、当社製品以外のパーツを使用
　する場合は、ブレーキホース等はユーザー側で製作が必要な場合もあります。
◎ジュラルミンサイドスタンド０９－１２－０５／０９－１２－０８は使用で
　きません。
◎トルクロッドブラケットは当社製品以外の物は使用できるかはわかりません。

◎このＫＩＴは当社製ロングスイングアーム取付車両が前提となります。
◎このＫＩＴは１０インチにインチアップしている車両が前提となります。
◎ストリートでご使用の場合は０９－１２－０２３／０９－１２－０２４の
　サイドスタンドＫＩＴをご使用下さい。

◎０９－１０－００４のキックスターターアームが必要になります。

商品番号
適応車種

フレーム番号

：０９－１０－２４３１

：モンキー・ゴリラ

：Z50J-130001 ～

◎性能UP、デザイン変更、コストアップ等で商品及び価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料及び加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ｹ月以内を限度として、修理又は、交換させ
　て戴きます。正しい取り付け、使用方法など守られていない場合又は、性能的場合はこの限りではありません。
◎補修部品に付きましては商品番号及び図中の番号にてお申し込み下さい。　尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は、その賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。

◎他社製品とのマッチングのお問い合わせは、ご遠慮下さい。
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○ＳＴＤブレ－キペダルのブレ－キロッドを止め
ているワリピン、ブレ－キリタ－ンスプリン
グ、ストップスイッチスプリング、ブレ－キペ
ダルを止めているワリピンを、それぞれ外し、
ＳＴＤブレ－キペダルを取り外します。

○ＳＴＤステップバ－を取り付けいる４本のボル
トを外し、ステップバ－を取り外します。

○リヤ－ストップランプスイッチをフレ－ムから
取り外します。

○ＳＴＤキックペダルを取り外します。

○エンジンマウント下部のマウントボルト８Ｘ
　９８をＫＩＴ内のマウントシャフトに交換しま

す。

○フレ－ムのリヤ－フェンダ－が止まっていた
タップ部にホルダ－ステ－をフランジソケット
キャップスクリュ－で仮締めします。

○SET 内容を、御確認下さい。
  注意：作業に適した工具を用意する事。

  注意：エンジン及びマフラーが冷えているのを
        確認すること。
  警告：水平な場所で車両を安定させること。

○左クランクケ－スカバ－の３本のボルトを外し、
　左クランクケ－スカバ－を取り外します。

○取り外した左クランクケ－スカバ－をマウント
ナットに干渉する部分をリュ－タ－等で干渉しな
い様、加工します。（加工後は、バリやカエリが
無い様ヤスリ等でエッジ部を面取りして下さい。）

警告：目、顔、手を必ず保護して作業を行うこと。

○左クランクケ－スカバ－を取り付けます。

注意：必ず規定トルクを守ること。　
Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

注意：必ず規定トルクを守ること。　
Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

○交換したマウントシャフトにマウントナットを取

　り付け締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

Ｔ＝２５Ｎ・ｍ(２．５ｋｇｆ・ｍ)

◎ブレーキ側：マウントシャフトにトルクロッドブ

　ラケット、マウントナット、Ｓ（マーク入り）の
　順に取り付けます。
◎チェンジ側：マウントシャフトにマウントナット
　Ｌを取り付けます。

○ブレーキホルダー裏側のタップ部にソケット
　キャップスクリューとロッカクナットを用い　
　て、　ソケットキャップスクリューの頭部が１５
　ｍｍの位置にセットしてロッカクナットを締め

　付けロックします。
　（上部図参照）

注意：必ず規定トルクを守る事。
Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

○ブレーキホルダーにマスターシリンダーブラ
　ケットをボタンヘッドスクリューを用いて取り
　付け締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。
Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

○チェンジホルダーにヒールガード、Ｌをボタン　

　ヘッドスクリューを用いて取り付け締め付けます。

○ブレーキペダルＣＯＭＰ．にペダルカラーを差
　し込み　フットレストをペダルカラーの位置決
　めピンをフットレストを差し込みます。
　チェンジペダルＣＯＭＰ．も同様にペダルカ　
　ラー、フットレストを差し込みます。

◎ペダルカラーとフットレストは、はめ合い交
　差になっていますので、フットレストをペダ
　ルカラーに真っ直ぐ差し込んで下さい。

○ブレーキペダルＣＯＭＰ．裏側のタップ部にス
　プリングフックを取り付け締め付けます。

○ブレーキホルダーに、ブレーキペダルＣＯＭＰ．を
　ソケットキャップスクリュー８Ｘ６０、フランジ
　ロックナットを用いて取り付け締め付けます。　
　チェンジホルダーも同様に、チェンジペダルＣＯ

　ＭＰ．ソケットキャップスクリュー８Ｘ６０、フラ
　ンジロックナットを用いて取り付け締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守ること。

　Ｔ＝２７Ｎ・ｍ(２．７ｋｇｆ・ｍ)

○キット内のフットレストエンドをプラスチック

　ハンマー等を使用してフットレストに打ち込み
　ます。
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○ストップスイッチステ－にリヤ－ストップラ
ンプスイッチを取り付けます。

○ＫＩＴ内のチェンジア－ムを上向きに取り付け
締め付けます。

○チェンジロッドを回しチェンジペダルの位置を

調整し、左正のロッカクナットを締め付けロッ
クします。

注意：必ず規定トルクを守ること。
　Ｔ＝１２Ｎ・ｍ(１．２ｋｇｆ・ｍ)

注意：必ず規定トルクを守ること。
　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

注意：必ず規定トルクを守ること。
　Ｔ＝８Ｎ・ｍ(０．８ｋｇｆ・ｍ)

○フレームに取り付けたホルダーステーとブレー
　キホルダーとの間にストップスイッチステーを

　挟み込む様にしてブレーキホルダーをソケット
　キャップスクリュー８Ｘ２０を用いて仮付けし
　ます。

○チェンジペダルホルダーも同様にソケット
　キャップスクリュー８Ｘ２０を用いて仮付け
　します。

○ブレーキホルダーとチェンジホルダーを位置決
　めし、規定トルクで締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守ること。　
Ｔ＝２３Ｎ・ｍ(２．３ｋｇｆ・ｍ)

○ホルダーステーを取り付けているフランジソ
　ケットキャップスクリューを規定トルクまで締
　め付けます。

注意：必ず規定トルクを守ること。
　Ｔ＝１４Ｎ・ｍ(１．４ｋｇｆ・ｍ)

○ＫＩＴ内のロッドエンドＳＭＲ－６Ｌ（Ｍ６左
　ネジ）にロッカクナットＭ６Ｌ（左ネジ）をねじ

　込みチェンジロッドのマーク入り側に取り付け、
　反対側もロッドエンドＳＭＲ－６（正ネジ）と
　ロッカクナットを同じ様に取り付けます。

○ロッドエンド突き出し寸法を同じ長さにセット
　して下さい。

○仮組したロッドエンドをプレーンワッシャで挟
　み込む様にしてチェンジアームにボタンヘッド
　スクリュー，ロックナットを用いて取り付け締
　め付けます。

注意：必ず規定トルクを守ること。
　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

○反対側のロッドエンドもチェンジペダルＣＯＭ
　Ｐ．にボタンヘッドスクリューを用いて取り付
　け締め付けます。

○マスターシリンダーＣＯＭＰ．のロッド部に、
　ロッカクナット、ロッドエンドＳＦＲ１－６を
　仮付けします。

○マスターシリンダーＣＯＭＰ．をブレーキホル

　ダーのマスターシリンダーブラケット部にボタ
　ンヘッドスクリューを用いて取り付け締め付け
　ます。

注意：必ず規定トルクを守ること。
　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

○マスターシリンダーに取り付けたロッドエンド
　ＳＦＲ１－６とブレーキペダルの間にカラーを
　入れ、ボタンヘッドスクリュー６Ｘ３０と
　ロックナットを用いて取り付け締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守ること。

　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

○０９－１０－００２のキックスターターアーム
　を取り付けます。

注意：必ず規定トルクを守ること。
　Ｔ＝１２Ｎ・ｍ(１．２ｋｇｆ・ｍ)
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○ストップスイッチスプリングをブレ－キペダ
ルＣＯＭＰ．に取り付けたスプリングフックの

外側の溝に合う様に加工します。

注意：スプリンッグフック等の工具を用いて
　　　注意して作業をすること。

○マスターシリンダーＣＯＭＰ．のプッシュロッ
　ドを回転させブレーキペダルの位置を調整し、
　ロッカクナットを締め付けロックします。

注意：必ず規定トルクを守ること。
　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

○この時キックスターターアームを踏み抜いた時
　に干渉しない位置に調整してます。

○ブレーキホルダー裏側に取り付けたソケット
　キャップスクリューとブレーキペダル裏側に取
　り付けたスプリングフックの内側の溝に、リ
　ターンスプリングを取り付けます。

○ストップスイッチスプリングをストップスイッ

　チステーに取り付けたリヤーストップスイッチ
　に取り付けます。

○次にリヤーディスクブレーキを取り付けます。

○メンテナンススタンド等を使用してリヤータイ
　ヤを浮かせます。

警告：水平な場所で車両を安定さすこと。

○リヤーアクスルナットを取り外し、リヤーアク
　スルシャフトを取り、リヤーホイルＡＳＳＹ．を
　取り外します。

○スイングアームがＳＴＤタイプ使用の車両は、　
　アクスルホルダー部のパネルストッパーを切
　断します。

警告：目、手、顔を必ず保護して作業を行う事。

○当社製ディスク用アルミホイールにチューブと
　タイヤを取り付けます。

◎進行方向の有るタイヤは方向に注意して取り付
　けて下さい。（エアーバルブがチェーンライン側）

○リヤーホイールにリヤーハブＡＳＳＹ．をホイ
　ルＫＩＴ付属のフランジキャップスクリューを
　用いて取り付け締め付けます。（エアーバルブ
　がディスクーローターと反対側になる様）

注意：必ず規定トルクを守ること。
　Ｔ＝２７Ｎ・ｍ(２．７ｋｇｆ・ｍ)

○リヤーハブＡＳＳＹ．にドリブンスプロケット

　をＳＴＤナットを用いて取り付け締め付けます。

★１２Ｖ車両は、６Ｖ用ドリブンスプロッケトが

　必要となります。

注意：必ず規定トルクを守ること。　
Ｔ＝３３～３６Ｎ・ｍ(３．３～３．６ｋｇｆ・ｍ)

○リヤーディスクローター側にキャリパーブラ
　ケット、スプロケット側にＳＴＤカラーを挟み

　スイングアームにリヤーアクスルシャフトを通
　し、取り付け仮付けします。
　（リヤーアクスルシャフトに薄くグリースを塗布
　して下さい。）

○ＫＩＴ内のロッドエンドＳＭＲ－８Ｌ（Ｍ８左
　ネジ）にロッカクナットＭ８－１３Ｌ（左ネジ）
　をねじ込みトルクロッドのマーク入り側に取り
　付け、反対側もロッドエンドＳＭＲ－８（Ｍ８
　正ネジ）ロッカクナットＭ８－１３を同じ様に
　取り付けます。
◎ロッドエンド突き出し寸法を同じ長さにセット
　して下さい。
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○トルクロッドをフレームに取り付けたトルク
　ロッドブラケットとキャリパーブラケットにソ

　ケットキャップスクリューＭ８Ｘ２５を用いて
　取り付け締め付けまする。

注意：必ず規定トルクを守る事。

   Ｔ＝２５Ｎ・ｍ(２．５ｋｇｆ・ｍ)

○キャリパーブラケットにリヤーキャリパーＡＳ
　ＳＹ．をフラッドヘッドスクリューを用いて取
　り付け締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

   Ｔ＝２３～２５Ｎ・ｍ
　　　　　　　　　(２．３～２．５ｋｇｆ・ｍ)

○リヤーブレーキホースＣＯＭＰ．をバンジョー
　部にシーリングワッシャで挟む様バンジョーボ
　ルトを用いてマスターシリンダーとリヤー　
　キャリパーＡＳＳＹ．に仮付けします。

○ドライブチェーン調整をし、リヤーアクスルナッ
　トを規定トルクまで締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

　　　Ｔ＝４０～５０Ｎ・ｍ
　　　　　　　　　　(４．０～５．０ｋｇｆ・ｍ)

○トルクロッドを回転さし、リヤーキャリパー位置
　を調整します。

○フルボトムしてもブレーキホースＣＯＭＰ．が
　つっぱらない様ホースを取り回し、バンジョーボ
　ルトを規定トルクで締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

　　Ｔ＝１３～１５Ｎ・ｍ
　　　　　　　　　　(１．３～１．５ｋｇｆ・ｍ)

○他の部分とブレーキホースが干渉しない様タイ

　ラップで固定し、余ったタイラップは、ニッパー
　等で切り取ります。

○オイルカップＣＯＭＰ．にリザーバータンクス
　テーをプレーンワッシャボタンヘッドスクリュー
　を用いて取り付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

　　　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ(１．０ｋｇｆ・ｍ)

○シートを取り外します。

○キャリアを取り外します。

○当社製リヤーカウルＫＩＴ取り付け車両は、リ
　ヤーカウルを取り外します。

○当社製リヤーカウルＫＩＴ取り付け車両はシー
　トステーのタップ部にリザーバータンクステー
　をプレーンワッシャ、ボタンヘッドスクリュー
　を用いて取り付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

　　Ｔ＝２３Ｎ・ｍ(２．３ｋｇｆ・ｍ)

○キャリア取り付け車両は、キャリアが付いてい
　たタップ部に、リザーバータンクステーを取り

　付けます。

○オイルホースを取り回しを決めオイルホースを
　カットし、オイルカップのユニオンとマスター
　シリンダーＣＯＭＰ．のコネクター部に取り付
　けホースクランプで固定します。

○オイルカップのキャップ、ダイヤフラムプレー
　ト、ダイヤフラムを取り外し、ブレーキフルー
　ドをオイルカップ上限線まで補給します。

注意：ブレーキフルード振ったりして気泡を混

　　　　入させないこと。
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○リヤーキャリパーのブリーダーバルブに透明な
　ブリーダーホースをつなぎホースの反対側に適

　当なカップ等で受ける様にします。

○ブリーダーバルブを１／２回転緩めて、ブレー
　キペダルを踏み下ろす、放すを繰り返し操作し、
　ブリーダーバルブからブレーキフルードが充分
　出てくるまでこの操作を繰り返します。

★オイルカップのブレーキフルード液量に注意し
　て、新しいブレーキフルード液を補充しながら

　作業を行って下さい。

○リヤーキャリパーのブリーダーバルブを締め付
　けます。

１．ブレーキペダルを踏み下ろしたままにしてブ
　リーダーバルブを１／２回転ゆるめた後、再び
　締め付けます。

２．ブレーキペダルをゆっくり戻し、完全に戻っ
　たらそのまま数秒間放置します。

○ブリーダーバルブから気泡が出なくなるまで１，
　２の操作を繰り返します。

★時々、ブレーキフルード液量を確認し、下限線
　付近まで減少していれば補給します。

○ブリーダーバルブからエアーが出なくなれば、ブ
　レーキペダルを操作してエアーの混入を確認しま
　す。

○エアーの混入が無ければブリーダーバルブを規定
　トルクで締め付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

　　Ｔ＝６Ｎ・ｍ(０．６ｋｇｆ・ｍ)

○オイルカップ上限線までブレーキブレードを補充
　し、ダイヤフラム、ダイヤフラムプレートキャッ

　プを取り付けます。

警告：ブレーキディスクローター及びブレーキ

　　パッドに油脂類を付着させないこと。万一付着
　　した場合は、ブレーキパッドは交換し、ディス
　　クローターは脱脂すること。

○ブレーキペダルＣＯＭＰ．裏側に取り付けたスプ
　リングフック外側の溝にストップスイッチスプリ
　ングを取り付けます。

○ブレ－キペダルを踏み込んだ時のみブレ－キラ
ンプが点灯する様リヤ－ストップランプスイッ
チを調整します。

○各部をもう一度規定トルクで増し締めします。

注意：必ず規定トルクを守ること。

○各部に付着した汚れをよく拭き取ります。

○当社製リヤーカウルＫＩＴ取り付け車両は、リ

　ヤーカウルを取り付け、シートを取り付けます。

○キャリア取り付け車両は、リザーバータンクス
　テーを取り付けていたボルトを取り外し、キャ
　リアを取り付け、キャリアを取り付けている４
　本のボルトのうち１本をリザーバータンクス
　テーと共締めしオイルカップを取り付けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

　　Ｔ＝２４Ｎ・ｍ(２．４ｋｇｆ・ｍ)

○シートを取り付けます。
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〒５８４－００６９
　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp

番号 商品内容 数量 番号 商品内容 数量
１ ブレーキホルダー １ ２５ ソケットキャップスクリュー　８Ｘ２０ ４
２ チェンジホルダー １ ２６ ボタンヘッドスクリュー　６Ｘ２５ １
３ フットレスト ２ ２７ フランジロックナット　８ｍｍ ２
４ ブレーキペダルＣＯＭＰ． １ ２８ ボタンヘッドスクリュー　６Ｘ１２ ２
５ チェンジペダルＣＯＭＰ． １ ２９ ロッカクナット　Ｍ６ ３
６ ペダルカラー ２ ３０ ロッカクナット　Ｍ６Ｌ １
７ スプリングフック １ ３１ カラー １
８ ストップスイッチステー １ ３２ ロックナット　Ｍ６ ２
９ リターンスプリング １ ３３ ロッドエンド　ＳＦＲ１－６ １
１０ チェンジアーム １ ３４ ストップスイッチスプリング １
１１ ロッドエンド　ＳＭＲ１－６ １ ３５ フランジソケットキャップスクリュー　６Ｘ１６ ２
１２ ロッドエンド　ＳＭＲ１－６Ｌ １ ３６ プレーンワッシャ　６ｍｍ ３
１３ チェンジロッド １ ３７ ボタンヘッドスクリュー　６Ｘ１５ ３
１４ ホルダーステー １ ３８ フットレストエンド ２
１５ マウントナット，Ｓ（マーク入り） １ Ｌ型レンチ　４ｍｍ １
１６ マウントナット，Ｌ １ Ｌ型レンチ　５ｍｍ １
１７ マウントシャフト １ Ｌ型レンチ　６ｍｍ １
１８ プッシュロード １ Ａ ペダル ２
１９ マスターシリンダーブラケット １ Ｂ ペダルラバー ２
２０ ヒールーガード　Ｌ １ Ｃ ソケットキャップスクリュー　４Ｘ１２（ＳＵＳ） ４
２１ ボタンヘッドスクリュー　６Ｘ３０ １ Ｄ ペダルカラー １
２２ ボタンヘッドスクリュー　６Ｘ２０ ２ Ｅ フラッドヘッドスクリュー　６Ｘ３０ １
２３ ソケットキャップスクリユー　８Ｘ６０ ２ Ｆ フラッドヘッドスクリュー　６Ｘ２５ １
２４ ソケットキャップスクリュー　６Ｘ１５ １
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